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７月２日（土）に福島県自治会館において、子どもの読書活動推進に向けて活動する専門
的な知識や技能の向上を目的として「県北地区読書支援者育成事業研修会」を開催しました。
「絵本でカルタ」のパイオニアである岩手県立図書館司書の沼宮内望氏から直接お話を伺

うことができ、参加者にとって大変貴重な体験となりました。

① 紹介したい絵本を選びます。
② 絵本のあらすじや特徴的な人物の紹介等を
５・７・５などのリズムで表し、読み札を作成します。
③ 机に絵本を、カルタのように並べます。
④ 読み手が読み札を読みます。
⑤ 取り手は読み札の内容に合った絵本を探して取ります。
※ 本は丁寧に扱う。

⑥ 絵本を取った人は、その内容を簡単に紹介します。
読んだことがない本を取った場合は、「題名」や「挿絵」等

の表紙から得られた情報に対する感想等を話します。
⑦ 全ての絵本が取られたら終了です。

絵本を手に取るきっかけともなる「絵本でカルタ」を、実践
してみてはいかがでしょうか。

＜臨時的任用教職員（講師等）に採用可能な人材確保に向けて＞
現在、各種補充の講師等が不足しており、講師等に採用可能な人材を

探しています。情報がある場合は管理職にお伝えください。

県北地区読書支援者育成事業研修会の講義・演習より
「絵本でカルタ」を実践してみませんか？

〈絵本でカルタの実践〉
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教職員のメンタルヘルス対策を

先生方が心身ともに健康で力を発揮し
てこそ、子どもたちが生き生きと学ぶこ
とができます。不調を未然に防ぐために
は、「セルフケア」が大切です。

＜ストレス対処能力を高めるスキルの向上のために＞
□ バランスのよい食事をしていますか
□ 睡眠時間を十分とっていますか
□ 家族や友人に連絡を取っていますか
□ 信頼する人と十分に話していますか
□ 散歩をしていますか
□ 自然に触れる機会がありましたか
□ 音楽を聴きましたか
□ お風呂にゆっくりつかりましたか
□ 読書をしましたか

※ふくしま福利だよりNo213(R4.5月

発行)にセルフケアについて特集されて

います。ぜひ参考にしてください。

○ 不祥事の根絶に向けて
ひとたび、不祥事が起きてしまうと、児

童生徒、保護者、地域からの信頼が失われ、
その後の教育活動に支障を来すばかりでな
く、失った信頼を回復するためにこれまで
以上の努力が必要になってきます。不祥事
を他人事と捉えず、不祥事が起きたらどう
なってしまうのかという危機意識を共有し、
校長先生のリーダーシップのもと、信頼さ
れる学校づくりに取り組んでいただきたい
と思います。

○ 交通事故防止
これからの季節は、積雪や凍結による交

通事故が心配される時期です。「急ハンドル」
「急ブレーキ」をせず、車間距離を多めに
とり、安全運転に心がけましょう。そのた
めにも、心にゆとりをもって運転すること
が大切ですね。

事故防止のために

学校現場でも活用できる「絵本でカルタ」

〈読み札の例「おおきなかぶ」〉
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巻頭言

「教育は愛とリスペクト！
～子どもは学校のアンバサダー～」

県北教育事務所長 川井 孝寿
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私が通勤する通りにある中学校では、いつ
も校長や生徒指導担当と思しき先生のあいさ
つ運動を目にする。暑い日も寒い日も笑顔で
生徒にあいさつを続ける姿には本当に頭が下
がる。
ある朝、所用のため車で通勤した時のこと

である。横断歩道の横に立つ１年生らしき小
学生を見かけ、停止して横断を見守った。す
ると、渡り終えた３人が横一列になってこち
らを向き、一斉にお辞儀をしたのである。そ
の礼儀正しく、可愛らしい姿に、私は小学校
にお礼を伝えずにはいられなくなった。
次の年、今度は中学年と思しき男の子と交

差点で出会った。私が自転車を停め、行き過
ぎるのを待っていると、私の目の前でこちら
にペコリと会釈をしたのだ。それはとても自
然で、気持ちの伝わる会釈であった。私はま
たも、受話器をとった。校長先生は代わられ
ていたが、この学校のあいさつを大切にする
心がしっかり育まれていることを実感した。
それから、１年ほど過ぎた頃だろうか。高

学年らしき男の子が「おはようございます」
と笑顔であいさつをしてくれた。そして先日、
狭い歩道ですれ違った中学生が丁寧な会釈を
してくれた際に、足取りが軽くなるのを覚え
るのと同時に、校門に立つ校長先生の顔が思
い浮かび、はっと気づいた。自分が今、一市
民として、地域の子どもたちの振る舞いに喜
びを感じ、その子ども越しに伝わってくる地
元の学校の文化や先生方の指導に感謝してい
ることに。そしてこの感情こそが、学校に対
する地域の信頼に他ならないことに。
児童生徒は、学校と地域（保護者）をつな

ぐ、偉大なアンバサダー（大使）なのだ。学
校から帰った我が子の表情は、連絡帳やお便
りよりも雄弁に学校の様子を保護者に語るの
である。生き生きと楽しそうに話すのか、た
め息をついて無口になるのか、はたまた不満
を漏らすのか、保護者が抱く学校の印象、評
価は大きく分かれることになる。言い換えれ
ば、私が感動した児童生徒の校外での振る舞
いは、どんなに取り繕ってもごまかしが利か
ない、シビアな『教育活動の成果』と言える
だろう。新たな目線から、これまでの自分の
指導や学校経営を見直す良い機会となった。
改めて、今年度訪問させていただいた管内

の１０９校を振り返ってみると、確かにどの
学校も児童生徒をしっかりと捉え、きめ細か
な指導に努める姿が顕著であった。授業では、
個に応じた丁寧な言葉かけや目配りなど、指
導者の子どもに対する愛情と学びへの情熱が
感じられた。また、掲示物には温かい称賛や
励ましが書き込まれており、さらに児童生徒
の絵に直接画鋲を刺さない工夫に、作品を大
切に扱う先生方の優しさを見た。子どもたち
はきっと、その一言に癒され、時には鼓舞さ
れ、また先生からの愛を感じながら、自己有
用感や自己肯定感を高めているに違いない。
それが自然にアンバサダーの振る舞いとなっ
て表れ、私のような地域住民を魅了している
ことを確信することができた。先生方の日々
の御努力に心より感謝を申し上げる。
私も同じ域内の一教員として、常に子ども

たちへの愛情とリスペクトを忘れ
ない教員であり続けたいと、強く
願う今日この頃である。



 
 

 

 

 

 

 

伝え合い 自分のよいところ
互いの 話し合い 自分の考え
自分の考え 根拠

目的に応じて
目的に応じて 意味を読み取ったり 理由

特徴を読み取り 自分の言葉
目的に応じた 根拠

根拠
話合い 互いの考え

  

 

 

県北のみんなで 
取り組みたいこと 
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振り返り

   「振り返りの視点」

 
 
 
 
 
 

問い返し 
Ｔ：１辺n 個ずつ碁石を並べて正方形を 

つくるとき、必要な碁石の数は？ 
Ｓ：４（ nʷ１）です。 
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根拠 根拠
根拠

「ど
の授業でも根拠について考えること」
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